
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
コミセンだより 

 

４ 月 

2025 

 

おおべの寺子屋 
令和７年度  

おおべの寺子屋参加者募集 
～いろんなことに挑戦しよう！～ 

≪申込方法≫ 

大部小学校を通じて申込用紙を配布

します。必要事項をご記入の上、コミセン

おおべへお申込みください。 

ふくろう笛 

鉄棒 パステル 英語 

倒れないコマ 茶道 



 

  

    

 

   

【Vol.１】 

Q:施設の強みを教えてください。 

A:保育者・心理士・言語聴覚士・作業療法士などの職員が支
援にあたっております。また、保護者の方への保育の不安や
言語の発達、就学などのご相談を受けております。 
 
ことです。 

■あなたのお店や気になるお店を紹介しませんか。 

小野市敷地町 1602－3   TEL：73－8818 

北播磨こども発達支援室 

  小野ゆらんこ 

Q:職員が大切にしていることは何ですか。 

A:子どもたちが笑顔いっぱい、楽しく元気に過ごす時間
を提供し、その中でさまざまな体験と少しずつチャレ
ンジする力を育てていきます。 

Q:施設について教えてください。 

A:小野ゆらんこは、児童発達支援事業所です。発達の気に
なる就学前の幼児を対象に少人数での発達支援を提供
しています。一人ひとりの子どもの発達に着目し、丁寧
な保育を提供しています。 

 

代表者 管理者兼児童発達支援管理責任者 

       阿尾 多恵子さん 

5 月１９日 

6 月 ９日、2３日、３０日 

7 月  ７日 

19時00分～２０時３０分 
（各回月曜日) 

 

申込方法：各コミセンに設置してある申込用紙に記入の上、窓口又は FAXでお申込みいただくか、申込フォームからお申込みください。 

申 込 先：コミセンおおべ TEL：６３－６１００ FAX：６３－６１０１ 

 

 

 

場    所：コミセンおおべ大ホール 

対    象：18歳以上の方 

定    員：10人(定員を超えた場合は抽選) 

講    師：小林 千明さん（コミセンかわいサークル講師） 

受 講 料：１，４００円/全５回 

申込締切：４月３０日(水) 

～深い呼吸で心を静め、自分のペースで気持ち良く体を動かしましょう～ 

Q:大部に対する思いは何ですか。 

A:思ったことをすぐに口に出して言ってしまうこともあ
る子どもたちですがご理解いただき、温かいまなざしで
見守っていただいています。優しく声を掛けてくださる
方が多い大部地区に施設があることを嬉しく思ってお
ります。 

Q:その他お知らせしたいことは何ですか。 

A:コミセンおおべの『ふれあいのつどい』に、毎年子ども
たちの作品を展示させていただいております。4 月から
は放課後等デイサービス(学童期)も開所いたします。今
後ともよろしくお願いいたします。 

元気アップ団体募集 
    
自主的に市民活動を行っている団体に対し、大

部地区地域づくり協議会の活動に効果的である

と思われる事業に対して費用を補助します。 

 

（活動内容例） 

・子ども向け料理教室 

・おおべの魅力を発信する写真の会 

・地域づくり事業時の模擬店の出店など 

申請期間：４月１日～５月 7 日 

申 込 先：大部地区地域づくり協議会事務局 

     (コミセンおおべ）TEL:63-6100 

（４月受付開始） 

 「小野市短歌フォーラム」開催！ 

今年の短歌フォーラムでは、なんと人気テレビ番組「プ

レバト！！」でも活躍されている高野ムツオさんが出演！ 

知っているようで知らなかった短歌と 

俳句の違いや季語にスポットを当てます。 

無料のお茶席（先着１５０名）もご用意 

しています。ぜひ、ご来場ください。 

 

日時：４月２６日（土）１２時３０分から 

場所：小野市うるおい交流館エクラ 

 

 

申込みはこちら 

tel:64


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

西
田
猛
さ
ん
（
元
好
古
館
副
館
長
・
コ

ミ
セ
ン
お
お
べ
所
長
）
の
後
を
継
い
で
、
今

月
号
よ
り
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
お
話
し
を
お

届
け
で
き
る
か
と
色
々
と
悩
ん
だ
の
で
す

が
、
ま
ず
は
、
最
近
私
が
面
白
い
と
思
っ
て

い
る
『
播
磨
国
風
土
記
』
に
関
す
る
お
話

し
を
紹
介
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

小
野
市
域
は
、
隣
の
加
東
市
・
加
西
市

と
あ
わ
せ
て
、
古
代
に
は
賀
茂
郡
（
か
も
ぐ

ん
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
八
世
紀
に
記

さ
れ
た
『
播
磨
国
風
土
記
』
（
は
り
ま
の
く

に
ふ
ど
き
）
と
い
う
書
物
に
よ
る
と
、
賀
茂

郡
の
な
か
に
は
十
二
の
里
が
あ
っ
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、こ
の
う
ち
大
部

地
区
の
一
部
は
起
勢
里
（
こ
せ
の
さ
と
）
に

該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

起
勢
里
の
名
前
の
由
来
は
、「
『
巨
勢
部

（
こ
せ
べ
）
』
と
い
う
人
た
ち
が
こ
の
村
に
い

る
か
ら
」
で
、
「
臭
江
（
く
さ
え
）
」
「
黒
川

（
く
ろ
か
わ
）
」
と
い
っ
た
地
名
が
あ
っ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
コ
セ
」
の
地
名

は
、
現
在
も
加
東
市
に
西
古
瀬
・
中
古
瀬
・

東
古
瀬
と
い
う
地
名
が
残
っ
て
い
ま
す
ね
。 

こ
の
こ
と
か
ら
、
旧
福
田
村
を
中
心
と
し
た

一
帯
が
起
勢
里
だ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
古
川
町
と
久
保
木
町
は

昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年
に
小
野
市
に

編
入
合
併
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
福

田
村
に
属
し
て
い
ま
し
た
。 

こ
こ
で
興
味
深
い
の
が
、
里
の
名
前
の
由

来
と
な
っ
た
巨
勢
部
を
名
乗
る
人
た
ち
の
存

在
で
す
。
彼
ら
の
出
自
は
、
お
そ
ら
く
奈
良

県
御
所
市
古
瀬
（
ご
せ
し
こ
せ
）
を
本
拠
と

し
た
豪
族
巨
勢
氏
（
こ
せ
う
じ
）
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
巨
勢
氏
の
祖
と
さ
れ
る
の

は
巨
勢
小
柄
（
こ
せ
の
お
か
ら
）
で
あ
り
、

『
古
事
記
』
に
よ
る
と
武
内
宿
禰
（
た
け
う

ち
の
す
く
ね
）
の
第
二
子
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
巨
勢
氏
は
六
～
七
世
紀
に
勢
力
を
拡

大
し
た
よ
う
で
、
御
所
市
古
瀬
に
は
水
泥
北

古
墳
、
水
泥
南
古
墳
な
ど
の
有
力
な
古
墳
を

次
々
と
築
造
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
七
世
紀

後
半
に
は
、
巨
勢
寺
と
い
う
大
規
模
な
寺
院

が
造
営
さ
れ
て
い
ま
す
。 

（
つ
づ
く
） 

 

  

大部地区ヒューマンライフ協議会 

 

ふれ愛 みとめ愛 ささえ愛 

 

人権啓発ビデオ 

「あなたのいる庭」 

テーマ 社会におけるこどもの人権～こどもが安心して暮らせる社会の実現をめざして～ 

○C 兵庫県（公財）兵庫県人権啓発協会 

 社会には、虐待や貧困、死別など様々な理由で保護者と暮らせ

ず、児童養護施設など社会的養護のもとで暮らしているこどもた

ち、そして社会的養護下から自立したが、家族からのサポートを

得られずに生きる人たち（ケアリーバー）がいます。社会的養護

の現状や実態を知る人は少なく、世間から無理解と偏見にさらさ

れ、居場所を見い出せず、進学や就職など生きる上で様々な困難

に直面している現状があります。次代の社会を担うこどもたちが

自分らしく幸せに成長でき、暮らせるように、社会全体で支えて

いかなければなりません。「こどもと人権」について改めて考え、

誰もが一人の人間として尊重される社会の実現をめざすことを

目的として、作成された人権啓発ドラマです。 

  

気になる～！ 

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
歴
史
秘
話
１ 

小
野
市
立
好
古
館
学
芸
員 

山
本 

原
也 

今
月
か
ら
好
古
館
の
山
本
原
也
さ
ん
に
こ

の
コ
ー
ナ
ー
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新

し
い
お
お
べ
の
歴
史
を
発
見
し
て
く
だ
さ
い
。 

 人の痛みを理解するとともに、地域で助け合い、人がつながる大部地区をめざして、みなさんと

一緒に考えていきましょう。 



  
 

11日(火)入園式 

10日(木)ハロータイム(5歳児) 

15日(火)お話会（2・3・5歳児） 

21日(月)避難訓練 

22日(火)健康診断 

23日(水)お話会(4歳児) 

24日(木)誕生会、身体計測 

28日(月)運動教室(3・4・5歳児) 

園庭開放：毎週水曜日 

(2日、9日、16日はお休み) 

   

  

 

  

 

日 月 火 水 木 金 土 

  １ ２ ３ ４ ５ 

  ３Ｂ体操 

太極拳初級 

チームさくら 

生命の貯蓄体操 

 

健康体操・弥生会 

手編・日韓交流会 

パソコン F・茶道 
生命の貯蓄体操(男性) 

生命の貯蓄体操 

 

着付 

レザークラフト 

６ ７ ８ 9 １０ １１ １２ 

 生命の貯蓄体操 

護身妙楽道A 

手織り・洋裁Ｃ 

３Ｂ体操 

太極拳初級 

チームさくら 

生命の貯蓄体操 

レザークラフト 

健康体操・弥生会 
カービングレザー 

日韓交流会 
生命の貯蓄体操(男性) 

生命の貯蓄体操 

パソコン A 
ＢＢスイートリー 

男の料理 

茶道 

 

１３ １4 １５ １６ １７ １８ １９ 

 生命の貯蓄体操 

護身妙楽道A 

 

３Ｂ体操 

太極拳初級 

チームさくら 

生命の貯蓄体操 

 

健康体操・弥生会 

手編・日韓交流会 

パソコン F・茶道 
生命の貯蓄体操(男性) 

生命の貯蓄体操 
おおべ写真クラブ 

 

レザークラフト 

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ 

パンのむら 生命の貯蓄体操 

旬の料理・洋裁Ｃ 

護身妙楽道A 

手織り・万葉の会 

３Ｂ体操 

太極拳初級 

チームさくら 

生命の貯蓄体操 

レザークラフト 

健康体操・弥生会 
カービングレザー 

日韓交流会 
生命の貯蓄体操(男性) 

生命の貯蓄体操 

パソコン A 
ＢＢスイートリー 

茶道 

 

２７ ２８ ２９ ３０    

 生命の貯蓄体操 

護身妙楽道Ａ 

３Ｂ体操 

太極拳初級 

チームさくら 

生命の貯蓄体操 

 

   

 
 
1日(火)入園式 

8日(火)よもぎつみ(5歳児) 

お話サークルピッピ(2・3・4歳児) 

9日(水)クッキング(5歳児) 

10日(木)避難訓練 

15日(火)出前お話会（5歳児） 

16日(水)ちゃいるどすてっぷ（4・5歳児） 

21日(月)身体計測 

23日(水)誕生会 

25日(金)園外保育(3・4・5歳児) 

園庭開放：毎週水曜日 

 

 
14日(金)新学期準備(新 6年) 

4日(金)～6日(日)体育館使用禁止 

7日(月)始業式 

8日(火)入学式 

9日(水)給食開始(2～6年) 

15日(火)リンゼイ市との交流 

         給食開始(1年) 

15日(火)～22日(火)家庭訪問 

26日(土)第 1回オープンスクール 

         PTA総会、引き渡し訓練 

28日(月)振替休業日 

お知らせ 
サークル開催日は、変更になることがありま

すので、各サークルでご確認ください。サーク

ル見学等を希望の方は、コミセンおおべに問い

合わせてください。 

 

  
 

5日(土)入園式 

10日(木)出前お話会、身体計測 

16日(水)音楽教室(３・４・５歳児) 

18日(金)避難訓練  

22日(火)ぴっぴさんお話会 

23日(水)誕生会 

24日(木)健康診断 

25日(金)ちゃいるどすてっぷ(4・5歳児) 

園庭開放：毎週火曜日・木曜日 

         (１日、3日、8日、10日、29日は 

お休み) 

 
 4日(金)～6日(日)新学期諸準備 

7日(月)始業式、入学式 

8日(火)自転車訓練(7年) 

8日(火)・9日(水)課題テスト(8・9年) 

15日(火)リンゼイ市教育訪問 

19日(土)第 1回オープンスクール 

22日(火)～30日(水)家庭訪問 

      

※都合により行事予定が変更になる場合があります。 

大部小学校 旭丘中学校 

小野ひまわりこども園 白百合こども園 北辰こども園 

コミセンおおべだより おおべの里  

令和７年４月１日発行 

編集・発行 コミュニティセンターおおべ 

住所 小野市敷地町 1570-1   

TEL 63-6100  FAX 63-6101    

E－mail cc-obe@city.ono.hyogo.jp 

大部地区の人口 《令和７年２月末現在》  

世帯数 2,202世帯 人口 5,054人  

（男 2,455人 女 2,599人) 

《お知らせ》 

小野ひまわり保育所は 4月から認定こども園に

移行し、「小野ひまわりこども園」になりました。 


